
ディケンズの文学とその時代を広く学ぶ  

＿ Charles Dickensの77］e Cricket on the Heart．hに  

見られるレトリックとその効果 －   

古 我  正 和   

うな英国社会の禎雑なものが，からみあって  

表現されている。   

この作品にはト上で述べた状況の中の身近  

に見出される人物．すなわち高利貸．強欲な  

商人，それと全く逆の，高利貸しや強欲な商  

人によっていじめられ．苦しめられている  

人々が登場する。またこの作品では，それと  

同じほどの密度をもって馬や犬などの動物が  

山て来る。それに小さな荷馬車で家から家へ  

と配達して回る実直な，不器用な男のジョン  

（John）。彼よりも20歳ほども年下の．Johnが  

誰よりも愛する妻（Ma叩）が登場して雰囲気  

を賑わしている。本論ではこの作品に見られ  

るレトリックについて考えたいと思う。  

1．Talkerとしてのディケンズ，私  

（著者）とあなた（読者）の登場   

ディケンズには後年公開朗読をしたことも  

あって，読者に向けて話を讃くというよりも  

聴衆に向かって話しかけるような文体があ  

る。この作品でも冒頭から作者は読者に語り  

かける。  

Thekettlebeganit！Donlttellmewhat   

Mrs．Peerybinglesaid．Ⅰknowbetter．  

（Christrnas旦99BB．OxfordU．P．，1997，p．159）   

JohnPeerybingleの家庭の守護神であるこお  

ろぎが棲みついている炉端で，やかんが沸騰  

はしがき   

チャールズ・ディケンズ（CharlesDickens，  

1812－70）の文章には．様々なレトリックが  

見られる。ここでは彼のChristmasBooksの  

つ¶】eCrfc友ero月班e〃ear亡ムの興味深いレ  

トリックの一・端を拾いl二げ，ディケンズの文  

学をのぞき込んでみたいと思う。ここではそ  

の興味深い生の言い回しに触れるため直接原  

文を引用したが，そこに至るコンテキストが  

不明の場合が多く，必ずしも内容を明瞭に把  

握できない事を考えて，難解と思われる言葉  

にはできるだけ注をつけ，そこに至るあら筋  

を述べることにした。   

彼の生きたヴィクトリア時代は，そのl劃力  

において英国の最盛期であった。世界のいか  

なる他の国にもひけをとらない産業を持ち，  

それを売りさばく広い市場を持っていたので  

ある。しかしそれに伴う国内の制度は整備さ  

れるには至らず，その強力な産業を維持して  

いくための労働条件は，まことにお粗末なも  

のだった。現代にみられるような大量生産シ  

ステムはまだ完成されていない中で，人見に  

生産しなければ追い付かないほどの海外への  

需要を賄うために，結局は労働者の過重労働  

にたよらなければならなかった。   

社会福祉の点でもこれと同様であって，農  

村での「囲い込み」に伴う人口の都市集中に  

対する対策がなされず，都市はスラム化し貧  

富の差が増大していた。彼の作品にはこのよ  
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して音をたてるのと，こおろぎが鳴き出すの  

とどちらが先だったかの議論である。これは  

作者からの，読者への語り掛けの始まりであ  

る。「私」はその後も出てくる。  

Tohaveseenlittle Mrs．Peerybingle   

COmebackwithherhusband，tuggingatthe   

Clothes－basket，andmakingthemoststrenu－   

ousexertionstodonothingatall（forhe   

carriedit），WOuldhaveamused匹型almost   

asmuchasitamuSedhim．（些坦．，P．166）   

（下線は筆者，以下の引用も同じ）  

ここでは力持ちのJohnがその荷物を持って  

いて，妻もそれを手伝っているがほとんど役  

にはたっていない。それなのに妻のMaIγは  

いかにも力を出しているような格好をしてい  

るという滑稽さがあり，それがmakingthe  

moststrenuousexertionstodonothingatal1  

（forhecarriedit）に出ている。そしてそのこ  

とは夫にも分かっており，彼をおかしがらせ  

ているのだが，それと同じくらいに，読者も  

その現場に居合わせれば．滑稽に思われるだ  

ろうというのである。それが．．．would have  

amusedY92almostasmuchasitamusedhim  

に表れている。   

ここでは，StOry－tellerとしてのディケンズ  

が躍如としている。それは文中のyouに負う  

ところが大である。しゃれがふんだんに山て  

くるが，それを「読者」に意識して「語って」  

いるのだ。他の例：  

Youneverwillderivesomuchdelight   

fromseeingagloriouslittlewomaninthe   

armsofathirdparty，aSyOuWOuldhavefelt  

ifyouhadseenDotrunintotheCarrierls   

embrace．Itwasthemostcomplete，unmid・   

幽，SOu抽aughtlittlepieceofearneStneSS   

thateverY9Bbeheldinallyourdays．（！g4．，   

p．229）  

注：thirdparty 第三者  

unmitigated 純粋の  

SOul一打aught 心のこもった  

最後の感動の場面の，感動を込めた「語り」で  

ある。Dot（Mary）は夫のおっちょこちょい  

が心配でMayとEdwardとの秘密裡の結婚を  

打ち明けなかったことを悪く思って夫に詫  

び，夫はそのことに感激してさんざん焦らさ  

れたあげく，妻の所へ走り妻を抱きすくめる  

のだがト上の引用はその時の作者の解説であ  

る。Ⅰ卜一人称）の場合もいたる所に見られる。  

Mrs．Peerybinglenoddedalso，Aftytimes   

atleast．Notinassent－indumbandpity－  

ingamazement；SCrewingupherlipsthe   

whilewithalltheirlittleforce（theywere   

nevermadeforscrewlnguP；Iamclearof   

that），andlooking the good Carrier  

h，inherabstraction．  rh and throul 

（些坦．，p．168）  

注：looking”．throughandthrough．  

穴のあくほど見つめて  

inherahsbTaCtion あっけにとられて  

取り根いの荷物の弓りこ，食欲な家具商人  

Tackletonが，南米から密かに爛B］したEd－  

wardの恋人Mayを横取りするための結婚  

ケーキがあるのを見て，2人とも唖然とした  

時の場面である。括弧の中は作者の解説であ  

る。当然ここには作者が顔を出す。   

このように，この作品は丁度落語や滑才の  

ように，「話手」が常に背後に居るのである。  

そのことが良く分かる言い回しを次に紹介し  

ー43－   



remembered．‘Ishouldthinkso！’となるが，  

Ⅰでなくてheで初めて普通の自由間接話法と  

なる。従って上は直接話法の括弧を外しただ  

けにすぎない。これは言わばDickens流の自  

由間接話法であって，ここに語り手としての  

作者が考えられる。次の例には一人称が登場  

すると同時に自由間接話法の崩れたものが  

見られる。  

Thebedwassoonmadeready；andthe   

竺垣生壁，decliningal1refreshmentbutacup   

Oftea，retired．Then，Dot－quitewellami，   

Shesaid，quitewe11again－arrangedthe   

greatchairinthechimney－COrnerforher   

husband；…Ithinkshemusthavehadakind   

Ofnotionthatitwasacoaxlng，Wheedling，   

h仕1estool．  

Shewas，Outandout，theverybestnller   

Ofaplpe，Ishouldsay，inthefourquarterS   

Of仙eglobe．（些坦．，p．180）   

注：虫垂望 謝絶する  

些，Wheedle なだめる．すかす  

Outandout＝COmpletely   

竺皇旦垣些とは南アメリカからひそかに帰国した  

Calebの息子Edwardで，耳が遠いことを装っ  

ている。Johnの根う荷物で「留め置き」となっ  

ていて，彼はJohnの家に一夜泊まる。これが  

Edwardであることを，Johnはまだ知らない  

が妻のMaryは知っていて，Edwardの許婚と  

Tackletonがむりやり結婚式をしようとして  

いる折から．Maryはそれを何とかして防ご  

うと秘策をねっている。quitewellagain，She  

Said，quitewellagainは，体調が元に戻ったこ  

とを言っていて，自由間接話法である。  

他の自由間接話法の例：  

よう。  

HedidnItlookatherthough；hehada   

Wandering and thoughtfuleye which   

Seemedtobealwaysprojectingitselfinto   

SOmeOther也meandplace，nOmatterWhat   

hesaid；adescriDtionwhichwi11equal1yaT＞   

Dlytohisvoice．（些担．，P．172）   

Heとは悪徳商人のTackletonの邸宅の一部に  

盲目の娘Baれhaと共に住み，細ぽそと二人で  

人形を作っているCalebPlummerのことであ  

る。下線の部分は「上の描写は彼の目だけで  

なしに声についても当てはまるが」という解  

説である。  

他のⅠ（私）の例：  

DidImen山）nthathehadalwaysoneeye   

wideopen，andoneeyenearlyshut；andthat   

theoneeyenearlyshut，WaSalwaystheex－   

pressiveeye？旦donItthink呈did．（！生垣．，   

p．175）  

これは著者自身のTackletonの目についての  

描写である。地の文の中にこのまま出てく  

る。このように著者と読者が色々な形をとっ  

て描写されている。  

2．自由間接話法   

語りは当然ながら話法に係わる。Dotが初  

めてJohnの家に連れて来られた時に，初めて  

Chi叩という鳴き声を聞いたと言うと．  

Ohyes，Johnremembered．1shouldthink   

紬！（些払p．167）   

これは自由間接話法であって‘ohyes：John  
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AndwhentheExpedi血n色相tdiscovered   

her，Shewouldlistentonotermsatall，but   

Said，anunSpeakablenumberof止mes．that   

eversheshouldhavelivedtoseetheday！   

andcouldn．tbegottosayanythingelse，   

except，INowcarrymetOthegrave；lwhich   

Seemedabsurd，OnaCCOuntOfhernotbeing   

dead，Oranythingatalllikeit．（些坦．，P．231）   

注：Expedition Fielding夫人の捜索遠  

征隊  

begottos町 使役助詞getO）受け身・・・  

（彼女が）言わせられる  

herはEdwardの許婚であるMayFieldingの  

母親で，上の文は強欲老人のTackletonから  

Mayを取り戻し，Edwardとの結婚に成功し  

たお祝いに，皆で賽をやろうとしてその母親  

を探しに大挙して出掛けて行った時のことで  

ある。Fielding夫人がその話を初めて聞いて  

言った言葉が．上のthateversheshouldhave  

inlifewithouther．（過払p．231）   

注：聖地 とるに足りない人間   

これは次のようになる。．．．and said，一You  

WOuldnIttroubleyourselvesaboutme，Tfor  

WhatamI？oh，dear！a旦塾塾！－butwouldfor・  

getthatsuchabeinglived，andwouldtakeyour  

COurSeinlifewithoutme：正に自由間接話法  

である。Mayの母の滑稽な姿が躍如としてい  

る。次の例も同様である。  

IHeIsgoingJohn，Ithink！†  

Notatall．Hewasonlygoingtospeak．  

rIfyouplease，Iwastobelefttillcalled  

for，Isaidthestranger，mildly．rDon－tmind  
me．，（些リP．170）   

注：belefttillcalledfor 引き取りに誰  

かが来るまで（運送屋に）留め置か  

れる  

物語の初めの方で一夫が変な荷物を荷車に背  

負い込んで帰って来たので，Dotが「あの人  

は出て行くんでしょう」と尋ねると，夫は嬰旦！  

旦迎と今にも言いそうになるが，この時耳の  

遠いのを装っていたEdwardが引き取り手が  

来るまで留置にしてくれと言うのである。こ  

のNotatallは自由間接話法で，夫のJohnの  

言葉として影で響く。そしてその響きが読者  

に伝わってくるという効果がある。   

最後にみられるダンスの情景は時制は現在  

形で描かれる。これも「語り」ということで  

説明することができる。つまり歴史的現在で  

ある。そしていよいよ最後では「非現実」と  

なり，今までそこに居て楽しく踊っていた登  

場人物達がみな姿を消し．ただ作者と一匹の  

Cricketと壊れた子供の玩具が床の上に横た  

わっているだけということ，との関連で見る  

！（ああ，人間に生まれてこ  livedtoseetheda   

んな嫌な日に出会おうとは）である。形の上  

では間接話法になっているが，わずかに最後  

のパンクチュエイション，dayの後の！が．自  

由間接話法の余地を残している。これは最大  

の注意を払って読むべき箇所であり，これに  

よって捜索遠征隊が何と言って説明しようと  

してもとりあわず，ただ自分の言いたいこと  

を何度もまくしたてているFielding夫人の姿  

が，読者の眼前に彷彿としてくるのである。  

さらに母はこの後，自分について次のように  

言う：  

．”andbeggedtheywouldnTttroublethem・   

Selvesabouther，－forwhatwasshe？oh，   

dear！anobody！－butwouldforgetthatsuch   

abeinglived，andwouldtaketheircourse  
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と，ここには現実と非現実とが交錯し，大層  

ドラマチックである。あるいは次のようにも  

考えられる。MayとEdwardが踊り始めてか  

らは時制は現在形となり，この時点で物語は  

終って後はエピローグとなり，話し手が直接  

観客・読者に終りの挨拶を送る時である。現  

在形は話し手から読者への．直接の語りなの  

である。そしていよいよ最後に書斎で，作者  

が一人でこの物語を書き終える場面がくる。  

これこそは語りの名手としてのDickensに相  

応しい幕切れである。   

最後の方でEdwardとMayの結婚が終わ  

り．両親たちが一緒になったところで共に挨  

拶などが行われている時，作者はDotの可愛  

らしいホステスぶりを述べて，  

Iwouldn－thavemissedDot，doingthe   

honoursinherwedding－gOWn，mybenison   

onherbrightface！foranvmoney．（廻．，   

p．232）   

注：doingthehonours 主人役を演じる  

benis帥 祝福  

foranymOney どんなことがあっても  

これは地の文である。ここにもⅠ，my．！．な  

ど，自由間接話法の要素がある。これに続く  

突然の出来事としてTackletonの追いが入っ  

て来て，次のような会話が交わされる。  

hasnftgotnouse＝hasnouse．  

後の方の匹生がここでは読者として使われて  

いる。  

3．ドラマ性   

こうして語りや自由間接話法は，作品にド  

ラマ的性格を与えることになるが，次のよう  

に色々な形をなして表れている。  

・言い切らない文体   

自由間接話法はさらに発展して，言い切ら  

ない文体となる。やかんとこおろぎとが音の  

出し比べの競争をしている。下文の塾仁王呈：  

citementofaraceはその事を述べている。こ  

のような内容自休，クリスマスの物語として  

大層ふさわしく，読む者の心を和ませるもの  

であるが，その表現の仕方がまた興味深い。  

Therewasalltheexcitementofarace   

aboutit．Chirp，Chirp，Chirp！Cricketamile   

ahead．Hum，hum，hum－rn－m！Kettle   

makingplayinthedistance，1ikeagreattop．   

Chirp，Chirp，Chirp！Cricketroundthecor－   

ner．Hum，hum，hum－m－m！（廻リ   

p．162）  

上の1行目の後の方以後は「言い切らない文  

体」ということができる。つまり述語動詞が  

ないのである。すべて状況語的な言い方で終  

わっている。またChirp，Chirp，Chirp！にして  

も，言わば裸の表現であり，読者にそのまま  

伝わってくる。従ってこれは自由間接話法の  

→つであると言うことができる。この種の表  

現が至る所にある。   

さらに，巧みな自由間接話法は或る人物の  

言葉を地の文に感じさせる。  

lMr．Tackletonlscom  1iments，andashe  

hasn．tgotnouseforthecakehimseげ，Plraps  

youqleatit：   

Andwiththosewords，hewalkedoff．   

nerewassomesurpnseamongthecom－  

pany，aSY9Bmayimagine．（些．，p．232）  

注：Mr．TackletonIscomDliments タック  

ルトンさんからよろしく  
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・名詞止め  

ThelookthatTackletonbestowedupon   

him，andthestarthegave！（些担．，p．229）   

上のような名詞1ヒめも，語り掛けから発展し  

たものと考えることができる。  

4．言葉の面白さ  

・しゃれ   

同じ言葉を使って別の意味にしたり同じ言  

葉で二様の解釈をする場合である。最後の方  

でDotの母とFieldingの母とが出会う場面は  

次のようである。  

Then，Dotrsmotherhadtorenewher  

…and didnItdefer himselfatallto the  

lndigoTrade，butsaidtherewasnohelpfor  

itnow，andinMrs・FieldinglssummlnguP，   

WaSagOOd・natured kind ofman－but   

COarSe，mydear．（些坦．，P．232）   

注：deftrhimself…垣 に納得する  

Summingup 概評  

問題はこのmydearである。これは「ちょっ  

とあなた」とか「だわね」の意味である。つ  

まり直接話法のみに使われる言菓である。こ  

れによってこの前の部分までもがMrs．Field一  

山gの言い種（概評）であることがはっきりす  

る。文全体の主語はDotの父親の01dDotで  

Mr，（男性）であるのに対して，WaSagOOd－  

natured…以後は，従ってMrs．Fieldingの言  

葉という二重橋造となっている。  

・様々な呼び掛け   

この作品の中には様々な呼び掛けがある。  

mydear！とかmyBertha！（些坦．，p．224）とか。  

このmyBertha！は何と訳すればよかろうか。  

日本語では「パーサったら」か。パーサに関  

するepiphanyの彼の．父親の言葉であるから  

「パーサ」でよいか。ともかくこれはドラマ件  

の＝一つの要素だと考えられる。  

LittlewomaJl．howshesobbedami！John   

Peerybinglewouldhavecaughtherinhis   

arms．Butno；Shewouldnltlethim．（些．，   

p．228）  

下線部は作者からの読者への語りかけであ  

る。またLittkwomanは作者のDotへの親し  

みを込めた呼び掛けである。  

acquaintaJICewithMay－smother；andMay－s  

motheralwaysstoodonhergentility；and  

DotIsmotherneverstoodonanythingbut  

heractivelittlefeet．（些担．，P．232）  

注：renewherac  uaintancewith 旧交を  

喫める  

StOOdm を誇る，の上に立つ  

この一つ目のstoodonは「を誇る」だけの意  

味であるのに対して，二つめのstoodonは「を  

誇る」と「の上に立つ」の二つの意味が重なっ  

ている。その意味でしゃれである。   

最後に皆でパーティーをするが，それに居  

合わせようとJohnは自分の代理人と犬と馬  

に仕事を任せて来てしまったが，無責任な代  

理人は犬と馬を仕事先の酒場で置きっ放しに  

する。犬は大いに不満で初めはその酒場の噴  

炉の前に上がり込んで寝そべっていたが，あ  

と馬をけしかけて独断で勝手に帰ってくるの  

である。  

その時の描写：  
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上のto herheadandtoherheartのうち．  Butsuddenlyyieldingbthe  COnViction   

heartは必要だがheadは必ずなくてはならな  

いものでもない。しかし次のbabyIsheadま  

でくると，これはどうしてもなければならな  

いもの，いやむしろherheart以上に必要であ  

ることが分かる。「スロウポイ嬢は自分の頭  

と心に名誉を施した……」という言い方はあ  

まり明確な意味を持つものではなく，これは  

むしろ次の，赤ん坊の「頭」を家具などにふ  

んだんにぶつける彼女のそそっかしさを滑稽  

に表現するための準備なのだ。このことは  

babylsheadまで読んできてやっと分かるしゃ  

れである。次も言い回しによるしゃれで，大  

阪の漫才に通じる面白さがある。  

thattheDeputywasahumbug，andmustbe   

abondoned，hehadgotupagain，tumedtail   

andcomehome．（！Qi4．，p．233）   

注：さ垂坦塵 受け入れる  

COnviction 確信  

humb嘱 ろくでなし  

turntail＝turnOneIsback，runaWay  

問題は山m也ilである。この意味は上の注の  

通りだが，この場合は犬自身がねilを持って  

おり，文字通り尻尾を巻くこともできること  

が面白いところで．アイロニーとしゃれが出  

てくる。尻尾を持っていない者が主語であれ  

ばさしずめ「尻尾を巻いて逃げ出す」とでも  

なるだろうか。次も同様である。  

…MissSlowboy，inherlittleerrorsof   

judgement，maybesaidtohavedoneequal   

honourtoherheadandtoherheart；and   

thoughthesedidlesshonourtothebabyls   

head，Whichtheyweretheoccasionalmeans   

Ofbringingintocontactwithdealdoors，   

dressers，Stair－rails，bedposts，andotherfor・   

旦塩生Substances，Stilltheywerethehonest   

resultsofTi11ySlowboy－sconstantastonish－   

mentatfindingherselfsokindlytreated，and  

installedin such a comfort－able home．   

唾払p．166）   

注：辿 松の木製の  

do…honourb ‥に名誉を施す  

坐望 食器戸棚  

垣垂越 すえる，住み着かせる  

垣皇担 とんでもない  

bedpo如 寝台柱  

sねir－r扇1階段の手摺  

Withthesewordshecarrieditoff，and  ⊆竺   

riedhimselfofEtoo：merelystoppingatthe   

door，tOtaketheflowersandfavoursfrom   

hishorselshead，andtokickthatanimal   

OnCe，intheribs，aSameanSOfinforming   

himthattherewasascrewlooseinhisar－   

rangements．（廻．，p．230）  

注：therewasascrewlooseinhis  

rangements 手筈に手違いがあった  

Edwardの若い許婚Mayを横取りしようとい  

う野心が崩れ去ったことを知った老悪人  

Tackleton（上のhe）の行動の描写である。  

Carrieditoffはその場をうまく取り繕うこと，  

Carriedhimselfoffは立ちさることで，しゃれ  

ている。その他のしゃれ：  

IAdotandl－hereheglancedatthebaby   

－一adotandcarry－IwonItsayit，forfearI  

Should至旦建＿主主；butI  

donltknow as everIwas nearer．l  

p．163）  
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注：呈2生む！しゃれを台無しにする  foundlingとfondlingの吉葉の上の追いに目  

を付けた．面白い議論である。  

・繰り返し   

繰り返しはその事が持つ滑稽さと同時に，  

必ず内容の面白さを伴う。作者もそれを狙っ  

ている。  

Letmenarrateexactlyhow主！happened．  

Ishouldhaveproceededtodoso，inmyvery   

firstword，butforthisplainconsideration   

－ifIamtotellastoryImust塾由atthe   

beginning；andhowisitpossibleto地at   

thebeghning，Withoutbeginningatthe   

ke仕1e？（！gリP．159）   

注：proceeded 着手する  

itはこの物語の始まり。こおろぎよりも先に  

やかんが音を出し始めたという，ただそれだ  

けのことを，繰り返しを用いて強調してい  

る。次はこれに対照が加わる。  

Hewasoftenneartosomethingorother  

しゃれをもう  

少しでうまく言えるところだった  

IdonIt know as（＝that）everIwas  

旦型 こんなにしゃれがうまく言  

えそうになったのは初めてだ  

これは小柄な妻が小さい赤ん坊を抱いている  

のを見て，JohnがYouareadotandcarrya  

baby（「ちびのくせに赤ん坊をだいてら」）と．  

adotandcarryone（算術の加算で，十にな  

ると点を打って一桁あげる）とadotandcar－  

her（ちびと運送屋）の三つのしゃれを言おう  

としたものである。  

Soplain，tOO！Blessyou，yOumighthave   

understooditlikeabook－betterthansome  

Ou andIcould name，perhaps．  

（些払p．161）   

注：些 列挙する   

やかんが歌う単純な歌について言っている。  

1ikeabookはphrase（慣用句）でpreciselyの  

意味，従ってbookそのものの意味は直接はな  

い。それを著者はそのbookの意味をもう一度  

掘り起こして，今度は本来の「本」の意味で  

使っている。次も言葉そのものの遊びで，  

しゃれに分類される。  

…andTillyhadbeenbredbypublicchar一   

主払afoundling；Whichword，thoughonlydif   

feringh・Omfondlingbyonevowellslength，  

isverYdifferentinmeaning，andexpresses   

quiteanotherthing．（些亘．，p．166）   

注：publiccharity 公共の施設  

foundling 棄て子  

fondli昭 愛児  

VeryClever，  hisown account：  thislum－  

地，Slow，honestJohn；thisJohn旦旦  

ら望望，butsolightofspirit；SOrOughupon  

thesurface，butsogendeatthecore；SOdull  

without，SOquickwithin；SOStOlid，butso  

幽！（些重りp．16M）  

注：wasoftenneartosomethingorother   

veryclever 何かにつけて大層気の利  

いたしゃれが言えそうなことがよく  

あった  

hisownaCCOunt 彼自身の話だと  

StOlid＝nOtbetrayingemotion  

lumbering＝mOvinghe坤andclumsuy  
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ここに至って．我々は腹をかかえて笑いころ  

げるのである。  

・擬人用法   

無生物から出る音やその動作の面白さは，  

広く擬人用法と言うことができる。Cricketは  

生き物だが．やかん，暖炉，時計などは無生  

物でありながら，日常生活の中で人間と親し  

く接しているものである。これらがあたかも  

神経を持つかのように縦横に活動する。これ  

はシェイクスピアでさえ及ばないレトリック  

である。   

物語の最初からke仕1eの擬人的描写が見ら  

れる。二つが音の兢演をしている様子は先に  

述べたが，その他にke仕1eの蓋が中へ落ちて，  

どうしても上がってこない様子は次のように  

描写される。  

Tosum upa11，thelid，reSistingMrs．   

Peerybinglels如gersGrstofalltumedtopsy一   

建望，andthen，withaningeniousDertinac一   

也deservingofabettercause，divesside－   

WaySin－downtotheverybottomofthe   

kettle・Andthe』担oftheRq曲ehas   

nevermadehalfthemonstrousresistance   

tocomingoutofthewater，Whichthelidof   

that kettle employed against Mrs．   

Peerybingle，beforeshegotitupagain．  

（些リp．160）   

注：tumedtoDSy－turVy ひっくり返る  

ingeniouspertinacity 器用な強情さ  

bettercause もっと立派な大義名分  

辿 船体  

腑e 旗艦ロイヤルジョージ  

号のことで，1782年Spithead沖で停泊  

中に沈没，何度もの試行の後やっと  

1840年引き上げられた。ここではやか  

ここには錮の繰り返し，也と辿，些型由  

と幽，塾些と旦生垣，廻辿と幽の各対  

照が同時にみられる。そしてそれによって何  

よりもこの愛すべきJohnという人間のひと  

となりが読者に感じられて，笑いを誘うので  

ある。  

・音響効果   

擬声語，音もまた，ユーモワを醸し出すも  

のである。  

Therewas allthe excitementofa race   

aboutit．Chirt）．Chin），ChirD！Cricketami1e  

hum，hum－m－m！（］bid，   ahead．Hum  

p，162）  

この箇所は先に自由間接話法の言い切らない  

文休として引用したが，それだけで終わらせ  

るのは惜しい。このム，ムと言う音はまさに，  

やかんのずんぐりした，太っちょの休から山  

るにふさわしい音となって読者には響く。そ  

して両者の競演は，これまた次のように滑稽  

の極みとなってゆく。  

Untilatlasttheygotsojumbledtogether，  

inthehurry－Skurry，helter．skelterofthe   

match，thatwhetherthekettlechirpedand   

theCrickethummed，OrtheCricketchirDed  

andtheke山ehummed，Orthe  bothchi  

andbothhummed，itwould havetaken a  

Clearerheadthan  OurSOrminetohavede・  

Cidedwithanythinfrlikecertainty．（  

p．162）  

注：iumbledtogether 一緒くたになった  

withanythinglikecertainty 少しでも  

確信をもって  
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んの蓋が底へ落ちてどうしても取り出  

せないことにたとえている。  

60年近くも失敗を重ねてやっと引き上げられ  

た，あの大英帝国の旗艦ロイヤルジョージ与チ  

になぞらえるほどの念の入れようである。  

・脚韻   

次に紹介するke相eの歌は一見普通の文章  

と見耕うが，行書きすると次のようになる。  

Itlsadarknight，”andtherottenleavesare   

lylngbythe聖壁；  

andabove，allismistanddarkness，andbe－   

low，allismireand⊆旦塑；  

andthere■sonlyonereliefinallthesadand   

murky旦吐；  

andldonrtknowthatitisone．forit－snothing   

buta由些；  

OfdeepandangryCrimson，Wherethesunand  

Windtogether，  

Setabranduponthecloudsforbeingguilty  

Ofsuchweather；  

andthewidestopencountryisalongdull  

Streakofblack；  

andthere－shoar－h・OStOnthe丘nger－POSt，and  

thawuponthetrack；  

andtheiceitisnItwater，andthewaterisnlt   

堕望；  

andyoueouldn－tsaythatanythingiswhatit  

Oughttobe；  

butherscoming，COming，COming！－（些坦．，   

p，161）  

みごとな脚韻である。しかもだいたい13－15－  

16の音節を揃えている。下から三行目のice  

itのitという無駄なものを人れたのは音節を  

一つでも余分に取りたい気持ちから出たもの  

であろう。  

・言葉の置き換え．内容によるもの，頭韻  

Indoingwhichshelosthertemper，Or   

mislaiditforaninstant；for，thewater，   

beinguncondortablycold，andinthatslippy，   

裏ushy，5！eety至OrtOf至tateWhereinitseems   

topenetratethrougheverykind ofsub－   

StanCe，匹些型rlngSincluded－hadlaidhold   

OfMrs．Peerybinglels toes，and even   

SPlashedherlegs．（塾払pp．159－160）   

注：裏ushy ぬかるんだ  

裏eety 雲泥じりの  

担！垣堅 ぬかるんだ道を歩く時に靴の  

下に付ける履き物  

whichの先行詞は引用されていないが，火に  

やかんを掛けるPeerybingle夫人の行為であ  

る。あまりの寒さに夫人は機嫌を損ねるので  

ある。mislaiditのitは前の部分のtemperで  

「機嫌」の意味である。だからmislaiditは「機  

嫌を置き損なう」としゃれている。これは  

lose（失う）とmislay（置き損なう）という  

二つの言葉の微妙な相違からくる内容上の面  

白味によるものである。  

上の引用の少し前にもDotすなわちチビさん  

のPeerybingle夫人がPresentlyreturning，  

1ess（＝preP．）thepattens（andagooddeal  

less，forthey（＝PattenS】weretalland Mrs．  

Peerybinglewasbutshort）（やがて夫人が  

帰ってくると，彼女はパティンの分だけ背が  

低くなっていた（それも随分低くなって，と  

いうのはノヾティンは高くピアリビングル夫  

人は背が低かったからである）のようにユー  

モアたっぷりに描写されているからますます  
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ころがる填れた玩具一一つだけだったという描  

写である。ここに至って読者は日本の古典劇  

である夢幻能にも似た体験をすることにな  

る。そしてヴィクトリア朝の持つペーソスを  

一瞬にして感じ取るのである。   

私の研修の当初の課題はディケンズとその  

時代を幅広く研究することだったが，研究を  

進めていくうちに．時代とその精神を写し出  

す彼の言葉．レトリックに興味が深まり，そ  

れに集中することとなった。そしてそれを探  

究する中で，そのレトリックを通して感じ取  

られるヴィクトリア朝の人々の多彩な心情に  

触れ，「幅広く」とまではいかなくとも．活気  

あふれる時代精神の一端に触れることができ  

たと思う。  
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効果がある。Slの頭韻が三つとsのそれが続  

く。  

・造語  

…andchirruPeditslittlebodyintofifty   

pieces，．．．（些担．，p，162）   

chirrupedという言葉は，Chirpより出た造語  

で，こおろぎの鳴く声をなるべく微妙に写し  

出そうとする努力から出た言葉である。また  

そもそも「第一車」にChirptheFirstと車に  

こおろぎの鳴き声を当てている。  

むすび   

以上．Dickensのレトリックを目にとまる  

ままにとりあげてみた。このようなレトリッ  

クによって，この作品の登場人物たちの心情  

が微細にわたって理解でき，作品の内容と価  

値がより一層豊かになると思われる。   

とは言えそれは頼経なニュアンスを含ん  

でいて．挿し絵も含めるとOxford版で七十数  

頁もある作品で飛び飛びにしか紹介できず．  

前後関係がはっきりしないために話の筋を充  

分理解できないことから，そのレトリックそ  

のものが分かりにくくなる恨みがあるが．各  

引用で前後関係を充分説明し，難解な言葉に  

はなるべく注を付けたので．或る程度の内容  

と話の雰囲気が分かっていただけたと思う。   

こうして物語の最後で，今までのレトリッ  

クを締めくくるにふさわしいような最大のレ  

トリックに読者はぶつかることになる。自由  

間接話法のところでも，語りと話法の面から  

述べたが，最後でクリスマスにふさわしいあ  

の楽しいダンスの情景が突如として需散し，  

著者の私がただ一人取り残され，私に見える  

ものはただ炉端で歌う1匹のこおろぎと床に  

－52－   



ディケンズの文学とその時代を広く学ぷ  

ウェッブ，L．K．小池滋，石塚裕子訳  

『チャールズ・ディケンズj西村書店，1989   

年。  

ウイルスン，アンガス 松村晶家訳『ディ   

ケンズの世界』英宝祉，1981年。  

G．K．チェスタトン著作集〈評伝綿〉 2   

rチャールズ・ディケンズj春秋社，1992年。  

山本忠雄 Fディケンズの英語』研究社，昭和   

32年。  

市川三者『英文法研究』研究社，昭和9   

年。  

小池 滋『ディケンズとともに』晶文社，  

1993年。  

田辺昌美『チャールズ・ディケンズとクリ   

スマス』あぽろん社，1977年。  

松村昌家『ヴィクトリア朝小説のヒロイン   

たち』創元社，1988年。  

松村昌家，荒木邦起『ディケンズ小事典』研   

究社，1994年。  

吉田孝夫『ディケンズのことば』あぽろん   

社，1978年。  

－  こが まさかず 一  

国内研修：偶数大学教授  

指導者：京都大学 佐々木徹助教授  

一53－   




